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[平成２５年度設置]

計画の区分：研究科の専攻の設置

注1

大学番号： ７５Ｑｖ私

届出

大阪禅話女子大学大学院　人間科学研究科　化粧ファッション学専攻

注２

（注）１

２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　樟蔭学園

平成２６年５月１日現在

作成担当者

担当部局（課）名

職名･Ｅ名　希姦鴛丿∩崩齢

電話番号

(夜間)

ＦＡＸ

ｅ －ｍａｌ

０６－6723－８２６５

０６－6723－8265

06－6723－8348

ｓｈｏｍｕ@ｏｓａｋａ-ｓｈｏｉｎ．ａｃ．ｊｐ

「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

大学院の場合は，表題を「ＯＯ大学大学院　・・・」と記入してください。

設置時から対象学部等の名称変更かあった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

（　）害きにて、現在の名称を記載してください。

例）○○大学△△学部

（□口学部（平成◇◇年度より変更））

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学△△学部」

・学部の学科の設置の場合：「○○大学△△学部　口口学科」

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学△△学科」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院○○研究科」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学△△学部口口学科（通信教育課程）」

※「留意事項実施状況報告書」の場合は、表題を修正してください。

３　大学番号の欄については、平成２６年３月２０日付事務連結「大学等の設置に係る設置計画履行状況

報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。
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１ 調査対象大学等の概要等

Ｏ）設置者

学　校　法　人

(２) 大

大

学

阪

樟　蔭　学　園

名

樟　蔭　女　子　大　学

（３）大学の位置

－

Ｔ ５７７－8550

大阪府東大阪市菱屋西４丁目２番２６号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して
ください。

（４）管理運営組織

(注)

職　　名 設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

理事長

(ﾓﾘｼﾝﾀﾛｳ)

森　侃太郎

(平成11年5月24日)

学　　長

(ﾄｸﾅｶﾞﾏｻﾅｵ)

徳永　正直

(平成22年4月１日)

研究科長

(ｷｸﾉﾊ豺)

菊野　春雄

(平成22年4月|日)

(ｳﾁﾀﾞﾖｼｷ)

打田　良樹

(平成26年4月1日)

自己都合により退職のた
め新たに選出（26）

専攻長

(ｷﾀﾔﾏｾｲｲﾁ)

北山　晴一

(平成25年4月1日)

・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）平成２４年度に報告済の内容　→（24）

平成２６年度に報告する内容　→（26）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。



(５)

(庄)

（５）

(注)

（５）

(注)

調査対象研究科等の名称，定員，入学者の伏況等

当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、
区分ごとではありません）。

様式は、平成２４年度開設の博士後期課程の場合

修業年限に合わせて作成してください。

に1ま，j圖を設けてください。）

①調査対象研究科等の名称，定員

「入学定員超過率」については，

定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

（平成２６年度までの３年間）ですが，開設年度・

調査対象研究科等

の名称（学位）

設置時の計画
備　　　考

修業年限 入学定員 収容定員

人間科学研究科
化粧ファッション学専攻

修士（化粧ファッション学）

年

２

人

10

人

20

基礎となる学部等

学芸学部被服学科

・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度をＯ　書きで記入してください
・学生募集停止を予定している場合は，「備考」にその旨記載してください。

②調査対象研究科等の入学者の状況

/
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

平均入学定員
超過率

備　　　考
春季入学 その他力学犀 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

Ａ　入学定員

人　　人

（　　）

［　　　］

人　　人

10

（　　）

L　　　］

人　　人

10

（　　）

［　　　］

0.75倍

志願者数 （　）

［　］

（　）

［　Ｊ

８

（４）

［－］

（－）

［－］

８

（５）

レ］

（－）

［づ

受験者数 （　）

［　］

（　）

［　Ｊ

８

（４）

［－］

（－）

［づ

７

（５）

レ」

（－）

卜Ｊ

合格者数 （　）

［　］

（　）

［　］

８

（４）

［－］

（－）

［－］

７

（５）

レｊ

（－）

卜］

Ｂ　入学者数 （　）

［　］

（　）

［　］

８

（４）

［－］

（－）

卜］

７

（５）

［－］

（－）

レ］

入学定員超過率

Ｂ／Ａ
0.80 0.70

数字は，平成２６年５月１日現在の数字を記入してください。

（　）内には，社会人の状況について内教で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください
「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。
［　］内には，留学生の状況について応藍こ認記入してください。該当がない年には「－」を記入して
ください。

留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められるｒ『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。

短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して
ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

して

ください。なお，計算の際はｓlj　j;　゛3立　１　て　/ゝ　占　２立で台　してください。
「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。
なお，計算の際は「入学定時超過率1と同様にしてください。

２



（５）－③調査対象研究科等の在学者の状況

/
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

備　　　考
春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

１年次
［　］ ［　］ ［一］

８

［－Ｊ

－

［－］

７

Ｃ－］

－

２年次 / ［－］－ ［－］

－

［－］

８

［－］

－

３年次 // ［－］－ ［－］

－

計
［　　　］ Ｕ　－　］

８

［　－　］

15

(注) 数字は，平成２６年５月１日現在の数字を記入してください。

［　］内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「一」を記入してください。
留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められるｒ『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。

短期交換所学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている
場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して
ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。
「計」については， を記入してください。

３



（５）－④調査対象学部等の退学者等の状況

よ 入学者数(b) 主な退学理由

入学者数に

対する退学者数

の割合

(a/b)

退学者数(a) 退学巻数(内訳)

退学した年度 退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成23年度
入学者

人 ０人

平成23年度 人 人

％

平成24年度 人 人

平成25年度 人 人

平成26年度 人 人

平成24年度
入学者

人 Ｏ人

平成24年度 人 人

％平成25年度 人 人

平成26年度 人 人

平成25年度
入学者

８人 Ｏ人

平成25年度 Ｏ人 ０人

０％

平成26年度 Ｏ人 Ｏ人

平成26年度
入学者

７人 Ｏ人 平成26年度 Ｏ人 Ｏ人 ０％

合　計 15人 Ｏ人犬犬 ｏ％

（注）・数字は，平成２６年５月１日現在の数字を記入してください。

・各年度の入学者数については,該当年度当初に入学した人数を記入してください。'.で'゛くいた･'で　　｀ｓ　貨，"　必１

趾注並£よ

‘各年度の退学巻数については,退学年度ごとに記入してください.まだI,I留学生数嘆の人数については,退学者|数の内|数を記入してくださ|い。

・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

により，我が国の大学（大学院を合む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生jを記入してください。

・「入学音数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２６年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際,小数点以下第２位を四捨五入し,小数点以下第1位までを記入してください

・「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください.その際，「就学意欲の低下（○人）」というように,その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）･就学意欲の低下　･学力不足　･他の教育機関への入学･転学　　　･海外留学

･就職　･学生個人の心身に関する事情　･家庭の事情　･除籍　･その他

４



２　授業科目の概要

＜人間科学研究科　化粧ファッション学専攻＞

（１）授業科目表

科目

区分
授業科目の名称 当

次
配
年
必修|

単位数

匹T自由|教授
専任教員等の配置

准教授 講師| 助教|助手|
備 考

演
習
科
目

通
科
目

基
幹
科
目

特
論
科
目

フ
ア
ツ
シ

ヨ
ン
学
科
目
群

粧
デ
ザ
イ
ン
学
科
目
色

－

身
体
表
象
学
科
目
群

係
科
目
群

人間科学研究方法論
ｍ
ｌ（化粧ファッション学原
論）

化粧ファッション学特殊研究
２（化粧ファッション学原
論）

ファッションと科学演習１

ファッションと科学演習２

ファッションと技術演習

ファッションと美学演習

化粧デザインと科学演習１

化粧デザインと科学演習２

化粧デザインと技術演習

化粧デザインと美学演習

化粧デザインと医学演習

身体表象と心理演習

身体表象と解剖学演習

身体表象と社会演習

身体表象と福祉演習

フアツションピジネス論

ビューティビジネス論

非営利ビジネス論

ボランティア活動論

化粧セラピー特論

キュレーション特論

保存修復復元特論

メイクアップ持論

ヘアデザイン特論

ファッション特論

－４ｍ
１前

１後
-

1･2前

ヅ|
1通

]ﾖ
2後|

司

１

j:|

２

２

C
Ｎ
 
N

２

２

り
乙
り
乙
り
乙

２

２

２

り
乙
り
乙

２

り
乙
り
乙

２

2
2
2
2

２

５

１

５
７
ナ

１
１

↓

１
１

↓

１
１

↓

２
↓

１

１

兼６

姜２

|担当者変更(26)
E時間割編成の都合で集中に変更(25?

オムニバス

兼２池当者変更(26)

E伊豆原自己都合により退職(25)

具↓E葛谷自己都合により退職,兼任に変更(25)

1川野、専任に追加(25)

Eオムニバス

1通常開講(26)

i履修希望者がいなかったため（25）

■･･Sn－･r-ふ||・｜＝･･

E時間割の都合で集中に変更(26)

兼11時間割の都合72集中に変更(26)

:伊豆原自己都合により退職(25)

兼１

姜↓

兼１

ijll野、兼担から専任に変更[25]

1葛谷自己都合により退職、兼任にi

E更(25)の記載漏れ(26)

Ｅ時間割編成の都合で集中に変更(26)

兼１　通常開講(26)

:担当者自己都合により辞任(25)

善本1集中

兼１

兼１

兼１
一

兼１

兼１

兼２

兼１

兼１

E担当者都合により集中に変更(26)

:担当者都合により開期変更(25)

E担当者都合により集中に変更(26)

E履修希望者がいなかったため(25)

-

E担当者都合により集中に変更(26)

E時間割都合により担当者変更(26)

凛中

E集中

E担当者自己都合により辞任のた昨
1当者･開期変更(26)

ｺﾞ:」

jl
隙
隙
隙
譜
2
１
４
　



パフォーマンス持論

デジタルデザイン特論

2後

2前

Z後

２

２

兼１

兼１

集中

担当者都合により開期変更(2G)

集

中

演

習

科

目

ファッション学方法論１

ファッション学方法論２

ファッション学方法論３

化粧デザイン学方法論１

化粧デザイン学方法論２

化粧デザイン学方法論３

身体表象学方法論１

身体表象学方法論２

ビジネス方法論

2通

2通

2通

2通

未開請

匈昼

2通

2通

2通

2通

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

↓

１

１

１

１

｜

履修希望者がいなかったため（26）

担当者自己都合で退職のため担当者
変更（26）

(注) 認可申請書の様式第２号〔その２の１〕に準じて作成してください。

設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

で，前年度報告時（平成２５年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

「専任教員採用等設置計画変更害」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

赤字で見え消し修正をしてください。

履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２）授業科目数

別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）
からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

６

とともに， Ｊ内に 届出時の計画

必

設
一

修

科目

３

置時の計画

篠‾町７涵~T

で

科目

34

科目

０

配

回
［

必修

０

変　更

~目匹
科目

３

］

７

０

科目

34

］

状　況

自　由
-

科目

ＥＯ］

ｒＥ万7ず
Ｅ

計

０

３

］

入

備

る（
－

ヽ

考



（３）未開講科目

(注) 設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４）廃止科目

(庄) 設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

(注)

(６)

(注)

授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
知方法」を記入してください。

「設題詩の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計

設置時の計画の授業科目数の計
一

一

小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください

７

０

番号
一

一

一

一

授業科目名 単位数 配当年次 一般・専門 必修・選択， 廃止の理由，代替措置の有無

番号
一

一

一

一

授業科目名 単位数 配当年次， 一般・専門 必修一選択| 未開講の理由，代替措置の有無



３　施設・設備の整備伏況，経費

区　　　分 内　　　　　　　　　　　　容 備考

（１）

校

地

等

区　分 専　　用 共　　用
共用７列世の

学校等の専用
計

心

学園内の用途変更に伴

う増加(25)

短期大学部廃止に伴う
変更(26)

校舎敷地
49,246.91m

湊私邸肘�
2444むQW

o,00�

諭ＪＪ４ o,00�
49,246.91�

444路44雇

運動場用地
18,096 30m
い心切4尋

0.00m

片身卯J雇 0.00� j8 096,30�

小　　計

67,343.21�

ふ74μJ御式

諭43lJ�

0 00�

34.mJ↓� 0.00�

67,343.21�

らｍ４Ｗ

その他
几897.30m
SLﾕ4↓JL�

000m

ﾙt52ふ妬 0.00� 71897.30�

合　　計

139,240.51�

ら54444�

筰斗7孔94�

0.00�

55J84W 0 00�
139,240.51�

穏44拓44肩

(２)校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の

学校等の専用
計

心

学園内の用途変更に伴

う増加(25)

短期大学部廃止に伴う
変更及び校舎解体に伴
う減少(26)

52,350.65m

拓祷2Jﾙ�
3恥弱石4W

(42,892.34�)

斗泳丿石ＪＷｙ

0.00m

↓糾賜Ｊ&耐

(19,805.55�)

0.00m

(0.00�)

52,350 65m

QJ7J�

&9J44Z�

(62,697.89�)

斗5い7↓ふ叫-

(3)敦　室　等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

大学全体

俗希尖早甚占共岳

55室

7建

ａ宴

37室

5↓宴

4接

63室

卯岳

7室

(補助職員o人)

2室

(補助職員o人)

(４)専任教員研究座

新設学部等の名称 室　　　　数 平成25年4月

専任教授2名退職、1名採
用のため（25）化粧ファッション学専攻 １　　　　　２

(5)

図

書

設

備

新設学部等

の名称

図　書

[うち外国書]

冊

学術雑誌

視聴覚資料

点

機械・器具

点

標　本

点

大学全体での

共用分

その他共用図書（26.5/|）

355,355〔80,979〕

その他共用雑誌（26 5/|）

3.101［680〕

[うち外国書]

種

電子ジャーナル

［うち外国書〕

化粧フアツシヨ

ン学専攻

５,邱b LI、UU］
四ら

４Ｊﾊﾞ4J34-

（6,620〔1066〕）

JJ叫4侃勾ふ
＿乙g_aQ只rG只11ゝ

148〔37〕

↓49Jら

→4斟右匹－
（148〔37〕）

らm痛切ふ
r ljQ rQ71 へ

２〔２〕

（バ２ｎ

（

斗
礼

ｂＺ

銘

4必

52）

昶斗

器斗

388

恥0

(388)

賜2弱￥

賜29ら

０

（０）

計

b,り6りし1,り6UJ

6J48べ44暮ら

妬心斗↓ぶ）貼-
（6,620〔1066〕）

匹
立

14S U/J

↓4い3心

↓4&有心
（148［37〕）

斗討吋初心
-ぶコＪ-４Ｊ↓ニ

２〔２〕

（２〔２〕）

（

μ

谷

む∠

昶

42

52）

柘淳
りQ八

388

3萄

(388)

J叫一

心拓≒

０

（ｏ）

(６)図　吉　館
面　　　積 閲覧座席数 収納可能冊数

6,571� 576 470,000

(眉体　育　館

面　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

4,991m
2J砧� テニスコート　９面

(８)

経費の見

積り及び

維持方法

の概要

経費
の見

積り

区　　分 開設年度 完成年度 区　分 開設前年度 開設年度 完成年度

届出専攻全体

共同研究費は大学全体

教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費 3,000千円 3,000千円 3,000千円

共同研究費等 5,500千円 5,500千円 設備購入費 1,000千円 500千円 500千円

学生１人当

り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

|,020千円 740千円 一千円 一千円 一千円 一千円

学生納付金以外の維持方法の概要|私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

(注) 設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，
複数の様式に分ける必要はありません。なお，Ｆ（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の
ＩＡＣヽ""　　　庖　号　　　ｊ　い

運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

「（５）図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２６年５月１日現在の数値を記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その
理由及び報告年度「（26）」をF備考」に赤字で記入してください。

なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」
を併せて提出してください。

８



４　既設大学等の状況

大学の名称 大阪樟蔭女子大学大学院 備　考

既設学部等の名称
修業
年限
入　学

定　員
編入学
定　員
収　容
定　員

学位又

は称号
平均定員
超過率

開　設

年　度
所　在　地

人間科学研究科

臨床心理学専攻

人間栄養学専攻

化粧ファッション学専攻

年

２

２

２

人

8

8

10

年次

人

人

－

一

一

人

16

16

20

修士

(臨床心理

学)

修士

(人間栄養

学)

修一士

(化粧ファッ

ション学)

倍

1.06

0.24

0.75

平成16

平成17

平成25

大阪府東大阪市

置屋西4丁目2香26
号

奈良県香芝市関屋

958番地

大阪府東大阪市

菱屋西4丁目2番26
号

大阪府東大阪市

産屋西4丁目2番26
号

(注) 本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

平成２６年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。（ただし，専攻科に係るもの

については，記入する必要はありません。）

「平均定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

○年より学生募集停止」と記入してください。

大学，短期大学においては学科単位（短期大学において専攻課程を置くときは専攻課程単位），

大学院においては専攻単位で記入してください。

９



５　教員組織の状況

＜人間科学研究科化粧ファッション学専攻＞

（１）担当教員表

設置時の計画

住・

担・

兼任

の別

職名
氏

(年

名

齢）
就任予定年月 担当授業科目名

任

職名

変　更　状　況

氏

(年
名
齢）

就任予定年月 担当授業科目名
備　考

専任

専任

専任

専任

専任

専任

教授

(専攻長)

教授

教授

教授

教授

教授

教授

ｷﾀﾔﾏｾｲｲﾁ

北山晴一

(68)

心痛

(54)

崩皆

(56)

ｶﾄｳ　ﾐﾁﾋｺ

加藤道彦

(66)

ｺﾊﾞﾔｼﾏｻｼ

小林政司

(52)

霧ﾟ弑

潟）

ウシ
ー

－

ｸｽﾞﾔｯﾈﾋｺ

葛谷恒彦

(65)

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

人間科学研究方法論浹

化粧ファッション学帖
殊研究1{化粧ファッ
ション学原論}

化粧ファッション学物
蛛研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

身体表象と社会演習

身体表象学方法論2

研究指導

化粧ファッション学41
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

ファッションと美学演習

フアリションと美学演習

Eデ|
化粧ファッション喘
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

化粧デザインと科学演習1.

化粧デザインと科学演SI2

化粧デザイン学方法論1

研究指導

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧フアツ
シコン学の現在)※

フプッションビジネス鵠

ビューティーピジネス論

ビジネス方法論

研究指導

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)政

ファッションと科学演習2

ファッション学方法論2

研究指導

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

ファッションと科学演習1

ファッション学方法論1

研究指導
一

化粧ファッション学り
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

兼担

専任

専任

専任

専任

専任

兼任

教授

(専攻長)

講師

教授

教授

教授

教授

教授

講師

記訂征ご

旧）

栄野濯ｆ

(36)

逼昏

(56)

陥

(661

齢

ｺﾊﾞﾔｼﾏｻｼ

小林政司

(53)

哭£

(胚

崩

(66J

10

糧ｙ

晶Ｆ

平成25年4月

平成26年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

人間科学研究方法論※

化粧ファッション学特殊研究1(化粧フアツｌ
ション学原論)

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

身体表象と社会演習

身体表象学方法論2

ファッションと美学演習

化粧ファッション学特

殊研究2(化粧ファッ｜ション学の現在)※

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

化粧デザインと科学演習1

化粧デ"インと科学演習2

化粧デザイン学方法論1

化粧フアツシ３ﾝ学特
殊研究2(化粧ﾌｧｯ
ｼｮﾝ学の現在)旁

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾟｼﾞﾈｽ誂

ﾋﾞｭ-ﾃｨ-ﾋﾞｼﾞﾈｽ論

ビジネス方法論

研究指導

化粧ﾌｧｯｼｮﾝ学特
殊研究2(化粧ﾌｧｯ
ｼｮﾝ学の現在)※

ﾌｧｯｼｮﾝと科学演習2]
研究指導

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッション学の現在)※ｊ
ファッションと科学演習1

ファッション学方法論1

研究指導

化粧ファッション学1
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

平成25年こ月31日自己都合により退職ぐ25)

川野准教授に担当者変更(25)

担当者未定のためH26年度開講予定(25)

担当者辞任のため担当(26)

担当者を追加(26)

藤本准教授に担当者変更(26)

川野准教授に担当者変更(26)

年齢記載ミス(25)

年齢記載ミス(25)

辰怖希望者なしのため未開頂,H26年度開講予定U9

通常開講（26）

平成25年3月31日自己都合により退霖(陶



化粧デザインと医学演習

化粧デザイン学方法論2

研究指導

化粧デザインと医学ー習

化粧デザイン学方法論2

研究指導

履修希望者なしのため未開講(26)

専任 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄｼﾞﾕﾝｺ

藤本純子

(44)

平成25年4月

化粧ファッソヨン予詞
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

フフツションと技術演習

ファッション学方法論3

研究指導

専任 准教授
ﾌｼﾞﾓﾄｼﾞｭﾝｺ

藤本純子

(45)

平成25年4月

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)糸

ファッションと技術演習

ファッション学方法論3

ファッション特論

研究指導

担当者辞任のため科目追加(26)

専任 講師
陥尼美

(4D

平成25年4月

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

身体表象と心理演習

化粧デザイン学方法論･

専任 講師
ﾅｶﾄｴﾐ

仲渡江美

(42)

平成25年4月

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)ぶ

身体表象と心理演習

化粧デザイン学方法腺3

兼担 教授
ﾅｶﾀﾆｶﾈﾄ

仲谷兼人

(62)

平成25年4月

人間和学研究方法論※ 兼担 教授
ﾅｶﾀﾆｶﾎﾄ

仲谷兼人

(62)

平成25年4月

人間科学研究方法論.1 年齢記載ミス(25)

担当者変更により担当なし(26)

兼担 教授
a蜜訃

(62)

平成25年4月

人間科学研究方法論.K 兼担 教授
りﾝﾄﾞｳｷﾝﾔ

山策動弥

(59)

平成25年4月

人間科学研究方法論ヽ 年齢記載ミス(25)

兼担 教授
陥糾'

(54)

平成26年4月

ヘアデザイン特論 兼担 教授
応答ご

(55)

平成26年4月

ヘアデザイン持論

兼担 教授 タｌ一回t
(父砿霖刊
(7D

平成25年4月

化粧デザインと技術演習 兼担 教授 タｌ一双
(哭£貧糾)
(72)

平成25年4月

化粧デザインと技術演習

兼担 講師
ｶﾜﾉ　ｻｴｺ

川野佐江子

(47)

平成25年4月

化粧デザインと美学演習

キュレーシヨン持論

姜祖

専任

講師

准教授

ｶﾜﾉ　ｻｴｺ

川野佐江子

(48)

平成25年4月

化粧デザインと美学演習

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

身体表象学方法論1

平成25年4月1日より専任に変更(25)

担当者辞任のため科目追加(25)

担当者辞任のため科目追加(26)

時間割都合により担当(26)

担当者を追加(26)

兼担 准教授

貧斟

(42)

平成26年4月

キユレーシヨン持論

化粧ファッション学特
殊研究2(化粧ファッ
ション学の現在)※

兼担 教授
辿ｼ碍

(67)

平成26年4月

人間科学研究方法論※ 担当者を追加(2G)

兼担 教授
晦’G

（59）

平成26年4月

人間科学研究方法論※ 担当者を追加(26)

|兼担
教授
ぽ婬

(58)

平成26年4月

人間科学研究方法論Ｘ 担当者を追加(26)

兼担 教授
暇鉛

(57)

平成26年4月

人間科学研究方法論※ 担当者を追加(26)

兼担 准教授

妬F賞美

(47)

平成26年4月

人間科学研究方法論※ 担当者を追加(26)

兼任 講師
猫呉

(61)

平成25年4月

身体表象とｇ剖学演習 自己都合により辞任(25)

担当者未定のためH26年度開講予定(25)

兼任 講師
紅賢島

(56)

平成26年4月

身体表象と解剖学演習 前任者辞任のため担当（26）
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兼任 講師
h野露

(59)

平成25年4月

身体表象と福祉演習

化粧セラピー持論

兼任 講師
ﾋﾋﾞﾉ　ｪｲｺ

日比野英子

(60)

平成25年4月

身体表象と福祉演習

化粧セラピー特論

兼任 講師
ｶﾜﾅｶﾀﾞｨｽヶ

川中大轄

(32)

平成25年4月

非営利ビジネス論

ボランティア活動論

兼任 講師
訂か突齢

(33)

平成25年4月

非営利ビジネス論

ボランティア活動論

履修希望者なしのため水間誂、H26年度闘ａ予定(25)

兼任 講師
ﾊﾏﾀﾞｸﾆｵ

浜田久仁雄

(56)

平成26年4月

保存修復復元特論※ 兼任 講師
ﾊﾏﾀﾞｸこｵ

浜田久仁雄

(57)

平成26年4月

保存修復復元持論※

兼任 講師
ｵｵﾔﾏとﾛﾐ

大山弘美

(55)

平成26年4月

保存修復復元特論※ 兼任 講師
ｵｵﾔﾏﾋﾛﾐ

大山弘美

(56)

平成26年4月

保存修復復元特脆※

兼担 講師
ｴｶﾞﾜｴﾂｺ

江川悦子

(60)

平成26年4月

メイクアツプ持論 兼担 講師
ｴｶﾞﾜｴﾂｺ

江川悦子

(6D

平成26年4月

メイクアツプ持論

兼任 講師
ミオリ　　ノ

御職ゆみ乃
ﾆｼﾀﾞﾕﾐ

(西田由美)

(55)

平成26年4月

パフォーマンス特論 兼任 講師
４ｵﾘ　　ﾉ

御職ゆみ乃
ﾆｼﾀﾞｭﾐ

(西田由美)

(56)

平成26年4月

パフォーマンス特論

兼担 講師
ｷﾀｫｶｽﾞﾉﾌﾟ

北尾和信

(川

平成26年4月

デジタルデザイン持論 兼担 講師
ｷﾀｫｶｽﾞﾉﾌﾟ

北尾和信

(72)

平成26年4月

デジタルデザイン特論

なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に
所属している場合は，〈○○研究科○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。
後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

年齢は，「　　　’函に1　　゛　の　　こヽ1・　　を，ｒ　　゛にヽ２６　５　１　　・
を記入してください。

教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，
変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，
及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

ｎで"　　－゛　の　　　　　　　Ａは，当該専任教員が授業を開始する前に必ずr専任教員採用等設置計画
こすヽ皿
皿

「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定
の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

なお，設置認可審査時に教員審査雀略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度
Ｏ　書き等のみを記入してください。

（２）専任教員数

設置時の計画 変　更　状　況 年齢構成

研究指導教員
研究指導
補助教員

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計 定年規定の定め

る定年年齢
定年を延長

している教員数

８

（　８　）

１

（　｜　）

９

（　９　）

７

ｒ△１］

｜

［　ｏ　］

８

［△　１　］

65

歳

２

名

(注) ・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，０　内に開設時の状況を記入し，
「変更状況」には，平成２６年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，ｒ］内に設置時の計画
との増減数を記入してください。（記入例：１名流の場合：△１）

・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
および，平成２６年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
教員数を記入してください。

・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
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（３）専任教員辞任等の理由

(注)

-

専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が斬たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

を含む）等の理由」に辞任理由等および○書きで報告年度を記入してください。

（４）専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

(注) 上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

13

周知を図っている。

ザ
２

３

職位
一

一

教授

教授

専任教員氏名
一

葛谷恒彦

伊豆厚月給

辞任（就任辞退を含む）等の理由

本人の事情による退職のため辞任（25）

本人の事情による退職のため辞任（25）



６　留意事項に対する履行状況等

区 分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について
の実施計画

設　置　時

(平成25年4月)

設置計画履行状況

調　　査

（平成26年5月）

設置計画履行状況

調　　査　　時

(□□年□□月)

設置計画履行状況

調　　査　　時

(●●年●●月)

該当なし

人間科学研究科化粧ファッ

ション学専攻(Ｍ)において、
定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が比

較的高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教員組織
編成の将来構想について検討
すること。

該当なし

平成24年度末に高齢の専任教
員2名から自己都合による退職
の希望があったため、すぐに
後任人事を開始し、平成26年
度より新たに授業担当の若手
教員2名を採用している。
あわせて平成25年度より、学
内人事により准教授に昇任し
た若手教員1名を研究指導教員
として補充している。
なお、現在65歳の定年を超え

る教員2名については、本学の
定める特任教授規程に基づき

60歳以上で採用となった教員
であり、特任教授の定年は規
程により70歳となっている。
当該教員のうち1名が平成26年
度に70歳の定年を迎えるた

め、後任人事を進めており、
教員組織編制の将来構想を踏
まえた適切な年齢構成となる
よう準備している。

(注) 「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（゜゛人の寄ヽ’-,..は寄，’-...･ヽ

の認rlの　台圭に，　意　エ　．，　）と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，
報告年度を（　　）書きで付記してください．

「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する
履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
してください．

定員管理に係る留意事項への履行状況は，゛　ａ【だご　についてのみｉ　して　だ　い

該当がない場合には，「該当なし」と記入してください．
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了　その他全般的事項

〈人間科学研究科　化粧ファッション学専攻〉

（１）設置計画変更事項等

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２）教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）
-

①実施体制

ａ　委員会の設置状況

本学では学長の下に平成19年よりＦＤを推進する部署として教育開発機構を設立した。その下部の部会として

21年度までは教育実践部会・ジェネリックスキル教育部会・情操教育部会・マナー教育部会を設置し、22年度

から24年度までは、学士課程基幹教育開発部会・組織的FD/SD検討部会を設置し、21年度以前の実績を継承・

発展させてきた。24年度以降はＦＤ・ＳＤ活動推進委員会がこれを継承し、活動している。

ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

原則月|回開催

ｃ　委員会の審議事項等

教育研究活動改善のための立案、「D・SDに関する事項について

②実施状況

ａ　実施内容

・　授業改善のためのアンケートの実施及び結果分析、フィードバック

ｊ　教職員による相互の授業参観

・　授業法改善のためのワークショップ（FD･SD研修会）

・　新任教員のための研修会等

ｂ　実施方法

・　授業参観（授業オーブンウィーク）実施（一定期間に授業見学を実施）

・　新任者を対象とした学内研修を実施

・　FD･SD研修会を実施

ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

ｊ　授業改善のためのアンケートは年2回実施

・　授業参観は授業全期間を通じて実施

・「D･SD研修会は年数回実施

ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・　授業参観後の意見交換やFD･SD研修会でのワークショップの結果を踏まえた授業改善の取り組みを報告

・　授業改善のためのアンケート結果を総括し、個票を公開

③学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

・　実施有

・　春期及び秋期の各学期末（年2回）

ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

・　個票をWeb上で公開し、紙媒体でも大学事務局等で公開している

「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添ｲ利

「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。
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）こと。

（記入例参照）

設置時の計画

日に記入した 項以外で，設置| の忿 固より

変更内容・状況，今後の見通しなど

更の つたもの（未･



大阪樟蔭女子大学ＦＤ ＳＤ活動推進委員会規程

（設置）

第１条　大阪神蔭女子大学（以下「本学」という.）は、本学の教育理念の実現に向け、ファカルティ・
ディベロップメント（以下「ＦＤ」という,）及びスタッフ・ディペロップメント（以下「ＳＤ」と
いう.）を積極的に推進するために、大阪樟蔭女子大学ＦＤ・ＳＤ活動推進委員会（以下F委員会）
という.）を置く。

(目的)

第２条　委員会は、本学の教育理念を実現することを目的として、学部及び大学院の教育・研究内容
及び教育方法の改善、そして個人の能力開発及び組織間の連携を推進し、組織的な職能開発に取り
組払

（役割）

第３条　委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を審議するとともに、組織的な取り

組みを推進するための具体的方策を学長に提案する。

（１）教育研究活動改善のための立案

（2）FD ・ SD研修プログラムの開発・実施

（3）FD・SD活動に関する情報の収集と提供

（４）その他学長の諮問する事項

２　学長は、委員会の提案を受け、部館長会、大学協議会に諮り、連々かに学内体制を整備する。

（構成）

第４条　委員会は、次の者でもって構成され、学長が委嘱する。
（１）委員長

（２）委員　４名以内

（３）専任教員協力員（教務部長）１名

（４）事務局職員　２名

２　委員長は、学長室の協議に基づき、本学専任教員中より、学長が指名する。

３　委員長は、審議課題に係る企画、立案を主導すると共に、委員会の運営を掌るものとする。

４　委員及び協力員は、学長、委員長の協議に基づき、本学専任教員中より、学長が指名する。

５　事務局職員は、学長、事務局長の協議に基づき、本学専任職員中より、学長が指名する。
６　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

(会議)

第５条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。

２　委員長は、必要と認めた場合、委員以外の者を出席させることができる。

３　委員会は、原則として月１[目開催する。なお、委員長が必要と認めたときは、臨時に委員会を招
集することができる。

(改廃)

第６条　この規程の改廃は、学長が大学協議会の議を経て行うものとする。

附　則

１　この規程は，平成24年５月17日から施行する。
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（３）自己点検・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

・・・・別紙のとおり

②　自己点検・評価報告書

ａ　公表（予定）時期

・平成２１年１０月１日　公表

ｂ　公表方法

・自己点検・評価報告書を刊行し、他大学、地方自治体等の公的機関に配布

・在学生で希望の者には配布し、図書館にも配架

認証評価を受ける計画

・平成２１年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受け「認定」を受けた。

・平成２７年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受ける予定である。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

また，「①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
いて記入してください。

（４）情報公表に関する事項
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○　設置計画履行状況報告書

ａ ホームページに公表の有無

ｂ　公表予定時期

有

(平成２６年フ月３１日)



別紙

（３）自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

◇　　総括評価・所見

設置の趣旨・目的等が活かされるよう、設置計画どおり、人間科学研究科化粧ファッション
学専攻を開設し、充実した教育研究活動を行い、その水準を一層向上させるため、学科内、関
係部局、各委員会等において検討を行っている。
また、設置計画における設置の趣旨・目的に関する自己点検・評価の実質的な実施に向け
て、準備を進めている。

◇ 設置計画の達成状況

○教育課程の養成の考え方及び特色

教育課程の養成の考え方及び特色に基づき、設置計画に沿って、授業科目を開講した。

○教員組織の編成の考え方及び特色

教員組織の編成の考え方及び特色に基づき、教員組織を編成している。

○教育方法、履修指導方法及び卒業要件
オリエンテーションや履修ガイダンスの実施計画の策定及び講義要項の作成を行うととも
に、実質的な教育指導体制について検討を行った。

○施設、設備等の整備計画

施設、設備等の整備計画に基づき、施設、設備等の拡充を行った。

○入学者選抜の概要

入学者選抜の概要に基づき、入学者選抜を行い、設置計画どおり、入学生の受け入れを行っ
た。

○自己点検・評価

自己点検・評価委員会にて、全学的な自己点検・評価作業を行い、平成21年度に報告書を作
成した。

○情報の提供

教育研究上の理念や目的、教育課程、授業科目、入学者選抜、教育研究環境、学生支援等に
ついて、大学案内やホームページ等にて情報の提供を行った。

○教員の資質の維持向上の方策

教員の資質の維特向上にむけて、ＦＤ・ＳＤ活動推進委員会を設置し、具体的な検討を行っ
た。
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